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附
録
⇔
教
室
史
略
記
解
剖
学
教
室
　
安
政
四
年
に
本
学
が
創
立
さ
れ
て
以
来
、
明
治
十
三
年
に
至
る
ま
で
の
間
、
外
人
教
師
に
よ
っ
て
講
義
が
続
け
ら
れ
た
。
ポ
ン
ペ
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
、
レ
ウ
エ
ン
等
が
そ
の
任
に
当
っ
た
人
で
あ
る
。
明
治
維
新
後
、
漸
く
学
制
が
整
備
さ
れ
て
、
長
崎
医
学
校
も
充
実
期
に
達
し
た
明
治
十
三
年
九
月
十
六
日
、
村
上
典
表
が
訓
導
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
村
上
訓
導
は
、
明
治
十
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
、
化
学
書
、
博
物
書
な
ど
の
翻
訳
を
行
い
、
特
に
明
治
十
一
年
に
は
、
解
剖
書
の
翻
訳
を
完
成
し
た
人
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
ア
メ
リ
カ
人
ハ
ル
ツ
ホ
ル
ソ
の
原
書
を
忠
実
に
訳
し
て
あ
る
が
、
こ
の
人
を
以
て
本
学
に
お
け
る
解
剖
学
教
室
の
確
立
者
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。
　
解
剖
学
の
う
ち
、
系
統
解
剖
学
、
組
織
解
剖
学
の
区
別
を
生
じ
た
の
は
、
明
治
十
七
年
九
月
十
八
日
、
高
屋
賀
祐
が
一
等
助
教
諭
に
任
ぜ
ら
れ
た
時
に
当
る
の
で
あ
る
が
、
高
屋
助
教
諭
は
胎
生
学
を
も
兼
ね
て
講
義
し
た
。
次
い
で
、
明
治
二
十
一
年
に
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
が
成
立
す
る
と
、
前
年
三
月
よ
り
長
崎
医
学
校
教
授
の
任
に
あ
っ
た
東
次
郎
が
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
更
に
大
西
小
三
太
も
教
授
の
任
に
就
い
た
。
そ
し
て
、
大
西
教
授
の
殻
後
、
明
治
二
十
三
年
六
月
に
小
山
龍
徳
が
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
久
保
成
治
は
組
織
学
教
授
を
兼
任
し
て
い
た
。
明
治
二
十
六
年
八
月
に
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
東
次
郎
が
明
治
三
十
三
年
九
月
二
十
日
に
残
し
た
後
、
吉
永
虎
雄
が
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
明
治
三
十
七
年
九
月
ま
で
在
勤
し
、
熊
本
医
学
専
門
学
校
に
転
出
し
た
が
、
本
学
教
授
を
免
ぜ
ら
れ
た
の
は
翌
三
十
八
年
十
一
月
で
あ
っ
た
。
小
山
龍
徳
も
明
治
三
十
七
年
六
月
三
十
日
に
福
岡
医
科
大
学
に
転
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
任
と
し
て
本
学
出
身
の
国
友
鼎
が
明
治
三
十
七
年
七
月
に
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
岡
島
敬
治
も
明
治
三
十
九
年
十
月
に
教
授
の
任
に
就
い
て
い
る
。
岡
島
教
授
は
一
年
後
の
明
治
四
十
年
十
月
二
十
四
日
に
任
を
解
か
れ
て
い
る
が
、
岡
島
教
授
の
後
任
と
し
て
、
同
月
三
十
一
日
に
池
上
馨
一
の
講
師
任
命
が
発
令
さ
れ
、
教
授
取
扱
と
な
っ
た
。
池
上
講
師
は
そ
の
後
、
明
治
四
十
一
年
五
月
七
日
、
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
大
正
六
年
三
月
に
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
同
年
十
月
に
は
、
原
正
が
教
授
の
任
に
就
い
た
。
し
か
し
、
大
正
十
二
年
四
月
一
日
の
長
崎
医
科
大
学
の
発
足
の
際
に
は
、
原
教
授
は
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
大
正
十
四
年
十
二
月
十
四
日
、
高
木
純
五
郎
が
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る
ま
で
、
系
統
解
剖
学
の
講
座
を
守
っ
た
。
現
在
の
第
一
、
第
二
の
両
解
剖
学
教
室
の
系
譜
を
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
系
統
解
剖
学
ポ
ン
ペ
↓
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
↓
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
↓
レ
ウ
エ
ン
↓
村
上
典
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録
　
⇔
教
室
史
略
記
　
表
↓
大
西
小
三
太
↓
小
山
龍
徳
↓
岡
島
敬
治
↓
池
上
馨
一
↓
原
正
（
以
　
下
別
表
）
　
　
　
　
組
　
　
織
　
　
学
　
高
屋
賀
祐
↓
久
保
成
治
↓
東
次
郎
↓
吉
永
虎
雄
↓
国
友
鼎
（
以
下
別
表
）
　
な
お
、
明
治
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
、
即
ち
第
五
高
等
中
学
校
及
び
第
五
高
等
学
校
の
医
学
部
の
時
期
に
は
、
系
統
解
剖
学
と
組
織
学
と
は
、
二
人
の
教
授
が
兼
任
し
て
講
座
を
受
け
持
っ
て
い
た
が
、
長
崎
医
学
専
門
学
校
に
な
っ
た
明
治
三
十
七
年
以
後
は
、
両
教
室
が
劃
然
と
区
別
さ
れ
、
独
立
し
た
。
次
に
長
崎
医
科
大
学
設
立
以
後
を
表
示
す
る
。
　
　
　
　
解
剖
学
第
一
講
座
主
任
　
　
　
　
　
（
長
崎
医
科
大
単
－
長
崎
大
学
医
学
部
）
　
国
友
　
　
　
鼎
　
　
　
　
大
正
十
二
年
四
月
一
日
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
免
　
池
　
田
　
吉
人
　
　
　
昭
和
十
二
年
八
月
十
八
日
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
残
　
佐
藤
純
一
郎
　
　
昭
和
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
任
　
　
　
解
剖
学
箏
高
木
純
五
郎
横
　
尾
　
安
　
夫
一
講
座
主
任
　
　
大
正
十
四
年
十
二
月
十
四
日
任
　
　
昭
和
二
十
年
八
月
十
一
日
残
　
　
昭
和
二
十
一
年
五
月
十
八
日
任
　
　
昭
和
二
十
三
年
九
月
七
目
免
安
　
中
　
正
　
哉
昭
和
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
任
附
属
医
学
専
門
部
教
授
小
　
野
　
直
　
治
昭
和
十
五
年
五
月
六
日
任
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
残
生
理
学
教
室
　
開
学
以
来
、
外
人
教
師
に
よ
っ
て
講
義
さ
れ
て
い
た
生
理
学
は
、
人
身
窮
理
学
と
称
せ
ら
れ
て
い
た
。
明
治
元
年
十
月
十
七
日
の
長
崎
府
医
学
校
発
足
の
際
に
も
、
第
六
等
の
課
程
で
人
身
窮
理
学
を
教
授
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
生
理
学
は
、
ポ
ン
ペ
後
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
再
渡
来
の
際
、
東
京
医
学
校
に
お
い
て
も
生
理
学
を
講
じ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
次
い
で
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
も
着
任
勿
々
か
ら
講
義
を
試
み
、
そ
の
門
人
坂
井
直
常
は
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
後
を
享
け
て
講
義
を
受
持
っ
た
。
し
か
し
、
レ
ウ
エ
ン
の
着
任
に
よ
っ
て
、
再
び
外
人
教
師
の
担
当
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
吉
田
健
康
は
そ
の
講
義
を
仲
介
し
、
更
に
後
に
は
、
吉
田
健
康
自
身
、
講
座
を
担
当
す
る
に
至
っ
た
。
生
理
学
の
名
は
本
学
で
は
明
治
九
年
九
月
十
一
日
、
医
学
教
場
教
則
で
使
用
さ
れ
、
第
二
期
の
課
程
で
「
生
理
学
附
原
生
学
大
意
」
を
、
第
三
期
に
生
理
学
と
し
て
講
義
さ
れ
た
。
明
治
十
七
年
十
月
一
日
、
高
屋
賀
祐
が
一
等
助
教
諭
と
な
り
、
や
が
て
教
授
と
な
っ
た
が
、
久
保
成
治
は
明
治
二
十
五
年
か
ら
明
治
三
十
四
年
ま
で
の
間
、
講
義
を
続
け
、
長
崎
医
学
専
門
学
校
と
な
っ
一2一
て
か
ら
は
、
栗
生
光
謙
が
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
多
く
の
研
究
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
正
三
年
九
月
二
十
五
日
、
小
池
巌
雄
が
栗
生
教
授
の
後
任
と
し
て
講
師
に
任
ぜ
ら
れ
、
翌
四
年
六
月
五
日
、
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
同
年
十
二
月
十
七
目
に
残
し
て
了
っ
た
。
そ
こ
で
後
藤
道
雄
は
大
正
五
年
五
月
六
日
に
後
任
と
し
て
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
後
藤
教
授
も
一
年
余
で
辞
任
し
、
市
川
鴻
一
が
後
任
教
授
の
任
に
当
り
、
大
学
昇
格
ま
で
講
義
し
た
。
生
理
学
講
座
主
任
　
（
長
崎
医
科
大
学
ー
長
崎
大
学
医
学
部
）
緒
方
大
象
清
　
原
　
寛
斎
藤
幸
郎
鈴
木
達
　
二
大
正
十
二
年
十
月
六
日
任
昭
和
十
四
年
十
月
二
十
八
日
九
州
大
学
医
学
部
転
昭
和
十
四
年
十
月
二
十
八
日
任
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
残
昭
和
二
十
一
年
四
月
三
十
日
任
昭
和
二
十
四
年
六
月
三
十
日
免
昭
和
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
任
生
理
学
第
二
講
座
主
任
（
長
崎
大
学
医
学
部
）
佐
　
藤
　
謙
　
助
昭
和
二
十
九
年
一
月
一
日
任
生
化
学
教
室
　
ポ
ン
ペ
は
、
安
政
四
年
に
着
任
し
て
以
来
、
化
学
の
講
義
を
試
み
た
が
、
学
生
の
理
解
困
難
な
こ
と
を
認
め
、
中
止
し
た
。
そ
の
後
任
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ソ
は
分
析
窮
理
所
を
設
立
し
、
ハ
ラ
タ
マ
を
迎
え
、
学
生
の
理
解
の
便
宜
に
供
し
た
が
、
ハ
ラ
マ
タ
の
江
戸
転
出
と
と
も
に
、
一
時
中
絶
の
形
と
な
っ
た
。
明
治
元
年
十
月
十
七
日
、
長
崎
府
医
学
校
の
成
立
と
と
も
に
、
舎
密
学
を
そ
の
第
八
等
の
課
程
に
教
え
る
こ
と
と
な
り
、
マ
ソ
ス
フ
ェ
ル
ト
は
ゲ
ー
ル
ツ
を
迎
え
た
。
ゲ
ー
ル
ツ
は
や
が
て
薬
学
の
方
向
に
転
じ
た
が
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
後
任
レ
ウ
エ
ン
意
、
自
ら
生
化
学
を
講
義
し
、
酵
素
の
解
説
に
も
及
ぼ
し
、
高
度
な
内
容
を
持
つ
に
至
っ
た
。
明
治
九
年
九
月
十
一
日
の
医
学
教
場
教
則
で
も
、
第
二
期
に
化
学
大
意
を
、
第
三
期
に
化
学
を
教
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
明
治
十
四
年
一
月
に
着
任
し
た
森
永
伊
吉
は
、
尉
続
き
化
学
の
講
座
を
担
当
し
、
明
治
二
十
八
年
に
至
っ
て
、
化
学
は
医
用
化
学
と
改
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
間
、
明
治
二
十
三
年
に
附
属
薬
学
科
が
置
か
れ
て
以
来
、
化
学
の
ほ
か
に
も
、
分
析
、
製
薬
化
学
、
衛
生
化
学
、
裁
判
化
学
な
ど
の
講
義
が
行
わ
れ
、
教
授
池
口
慶
三
は
分
析
を
、
助
教
授
森
永
伊
吉
（
後
に
教
授
に
就
任
）
は
化
学
、
製
薬
学
（
後
の
製
薬
化
学
）
を
担
当
し
、
明
治
二
十
六
年
、
村
山
長
之
助
が
教
授
と
な
っ
て
、
池
口
教
授
の
後
を
受
け
持
ち
、
第
五
高
等
学
校
と
な
っ
て
か
ら
は
、
村
山
教
授
は
裁
判
化
学
、
衛
生
化
学
を
、
助
教
授
森
川
劔
三
郎
は
医
用
化
学
、
分
析
学
を
、
森
永
助
教
授
は
従
来
同
様
の
科
目
を
分
担
し
た
。
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略
記
次
い
や
、
大
槻
弍
が
教
授
と
し
て
着
任
し
、
化
学
、
衛
生
化
学
及
び
同
実
習
を
担
当
す
る
が
、
村
山
教
授
は
裁
判
化
学
及
び
同
実
習
を
、
森
永
助
教
授
は
製
薬
化
学
及
び
同
実
習
、
並
び
に
医
用
化
学
を
、
森
川
助
教
授
は
化
学
、
分
析
学
及
び
同
実
習
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
。
翌
年
、
森
川
助
教
授
が
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
て
以
後
、
漸
く
医
用
化
学
教
室
を
形
成
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
森
永
教
授
は
医
用
化
学
、
生
薬
化
学
を
担
当
し
、
村
山
教
授
は
化
学
を
兼
任
、
森
川
助
教
授
は
医
用
化
学
、
衛
生
化
学
及
び
同
実
習
、
分
析
学
及
び
同
実
習
を
担
当
す
る
な
ど
、
交
代
し
て
講
座
を
分
担
し
、
明
治
三
十
二
年
の
新
任
助
教
授
新
保
久
一
郎
の
着
任
に
よ
っ
て
、
化
学
、
分
析
化
学
及
び
同
実
習
を
担
当
し
、
森
川
助
教
授
は
分
析
化
学
の
講
義
の
任
か
ら
離
れ
た
。
大
正
元
年
、
堀
内
松
五
郎
が
医
化
学
教
援
に
就
任
し
、
明
治
初
期
以
来
の
勤
続
教
授
森
永
教
授
の
後
を
襲
い
、
医
化
学
教
室
を
整
備
し
た
。
そ
し
て
、
大
正
十
二
年
四
月
一
日
、
長
崎
医
科
大
学
が
発
足
し
、
富
田
雅
次
が
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
て
か
ら
、
特
に
胎
生
化
学
の
研
究
が
進
み
、
漸
次
大
き
な
業
績
を
み
る
に
至
っ
た
。
医
化
学
（
生
化
学
）
講
座
主
任
（
長
崎
医
科
大
学
）
富
　
田
　
雅
　
次
河
　
本
　
禎
　
助
内
　
野
　
仙
　
治
大
正
十
二
年
四
月
一
日
任
昭
和
九
年
二
月
二
十
四
日
免
昭
和
十
年
三
月
三
十
日
任
昭
和
十
一
年
一
月
残
昭
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
任
昭
和
十
三
年
六
月
九
日
東
北
大
学
転
内
　
野
　
豊
　
生
頼
　
尊
　
豊
　
治
昭
和
十
三
年
六
月
二
十
五
日
任
昭
和
二
十
年
三
月
三
日
免
（
残
）
昭
和
二
十
一
年
三
月
三
十
日
任
生
化
学
教
授
（
長
崎
医
科
大
学
附
属
医
学
専
門
部
）
藤
　
村
　
紫
　
郎
斎
　
藤
　
圭
　
一
昭
和
十
五
年
五
月
六
日
任
昭
和
二
十
年
七
月
二
十
三
日
任
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
残
薬
理
学
教
室
　
薬
理
学
は
江
戸
時
代
以
来
、
薬
物
学
と
し
て
講
義
さ
れ
た
。
ポ
ン
ペ
は
、
薬
物
学
の
講
義
録
を
出
島
で
印
刷
し
、
高
い
内
容
を
示
し
た
が
、
そ
の
門
に
司
馬
凌
海
が
出
て
、
東
京
医
学
校
に
そ
の
学
風
を
伝
え
、
自
ら
訳
本
を
出
版
し
た
り
し
た
。
ポ
ン
ペ
以
後
、
明
治
初
年
の
レ
ウ
エ
ン
に
至
る
間
、
外
人
教
師
の
講
義
に
の
み
頼
っ
て
い
た
薬
物
学
も
、
明
治
十
五
年
に
着
任
し
た
栗
本
東
明
に
よ
っ
て
、
処
方
学
と
と
も
に
講
座
が
持
た
れ
、
第
五
高
等
中
学
校
時
代
に
入
っ
て
、
高
山
尚
平
教
授
が
薬
物
学
を
兼
任
し
、
池
口
慶
三
教
授
が
調
剤
学
を
担
当
し
た
。
　
（
森
永
伊
吉
助
教
授
も
調
剤
学
を
分
担
し
た
が
、
池
口
教
授
の
後
任
村
山
長
之
助
教
授
は
調
剤
学
、
薬
局
方
な
ど
の
科
目
を
池
口
教
授
同
様
担
当
し
た
。
調
剤
学
は
、
森
川
劔
三
郎
助
教
授
の
着
任
と
と
も
に
村
山
教
授
の
担
当
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
が
、
薬
局
方
は
大
槻
弍
教
授
の
着
任
に
よ
り
、
明
治
二
十
九
年
よ
り
大
槻
教
授
が
薬
一4一
局
法
と
し
て
分
担
し
、
村
山
教
授
の
担
当
か
ら
除
外
さ
れ
た
。
）
　
明
治
二
十
八
年
に
着
任
し
た
桜
井
三
之
助
教
授
が
兼
任
し
、
更
に
明
治
三
十
年
に
田
中
民
夫
教
授
が
任
に
就
く
と
、
桜
井
教
授
の
分
担
か
ら
除
外
し
て
、
田
中
教
授
の
担
当
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
三
十
一
年
、
鈴
木
立
男
が
講
師
に
任
ぜ
ら
れ
、
更
に
明
治
三
十
二
年
に
至
っ
て
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
漸
く
薬
物
学
教
室
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
一
年
後
に
は
辞
任
し
、
田
代
豊
助
教
室
の
兼
任
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
明
治
四
十
年
に
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
石
田
昇
も
、
着
任
勿
々
薬
物
学
を
兼
任
し
、
大
正
時
代
に
入
り
、
赤
松
宗
二
教
授
が
長
崎
医
科
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る
ま
で
、
多
く
は
兼
任
教
授
で
あ
っ
た
が
、
大
正
二
年
九
月
十
一
日
、
薬
化
学
の
専
任
教
授
高
畠
清
の
着
任
に
よ
っ
て
、
薬
学
専
門
部
の
担
当
科
目
も
充
実
さ
れ
て
行
っ
た
。
　
さ
て
、
大
正
十
三
年
二
月
九
日
に
、
赤
松
宗
二
教
授
が
長
崎
医
科
大
学
に
着
任
し
て
以
来
、
薬
物
学
教
室
の
基
礎
は
漸
く
成
っ
た
が
、
昭
和
九
年
一
月
九
日
に
転
出
後
の
約
一
年
間
、
林
春
雄
を
講
師
と
し
（
昭
和
九
年
四
月
三
十
日
任
、
翌
十
年
二
月
七
日
免
）
、
寺
坂
源
雄
教
授
の
着
任
ま
で
講
義
を
担
当
せ
し
め
た
。
薬
物
学
（
薬
理
学
）
講
座
主
任
　
（
長
崎
医
大
ー
長
崎
大
学
医
学
部
）
赤
　
松
　
宗
　
二
大
正
十
三
年
二
月
九
日
任
昭
和
九
年
一
月
九
日
免
寺
　
坂
源
　
雄
祖
父
江
勘
文
中
沢
与
四
郎
昭
和
十
年
四
月
一
日
任
昭
和
二
十
年
三
月
十
日
東
北
大
学
転
昭
和
二
十
年
四
月
二
十
七
日
任
昭
和
二
十
年
八
月
十
六
日
残
昭
和
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
任
附
属
医
学
専
門
部
薬
理
学
教
授
伊
ケ
崎
　
　
滋
昭
和
十
八
年
五
月
二
十
四
日
任
昭
和
二
十
一
年
六
月
二
十
四
日
免
病
理
学
教
室
　
ポ
ン
ペ
が
開
講
し
た
病
理
学
は
、
当
時
、
原
病
学
と
称
せ
ら
れ
、
内
科
学
も
併
せ
て
教
授
し
て
い
た
が
、
ボ
ー
ド
ゥ
ィ
ン
の
後
任
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
講
義
は
、
明
治
初
年
に
至
っ
て
大
学
東
校
よ
り
出
版
さ
れ
た
ほ
ど
で
、
ポ
ン
ペ
の
講
義
と
と
も
に
大
き
な
業
績
を
示
し
た
。
明
治
元
年
の
長
崎
府
医
学
校
の
学
科
序
目
で
は
、
第
五
等
の
課
程
に
「
病
理
学
」
の
名
で
教
授
さ
れ
、
引
続
き
外
人
教
師
の
教
授
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
長
崎
医
学
校
の
整
備
に
伴
い
、
明
治
十
五
年
に
母
校
に
戻
っ
て
教
授
と
な
っ
た
山
根
正
次
は
、
病
理
学
を
兼
任
し
て
教
授
し
、
次
い
で
明
治
十
八
年
に
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
栗
本
東
明
が
第
五
高
等
中
学
校
時
代
か
ら
第
五
高
等
学
校
時
代
ま
で
引
続
い
て
教
授
し
た
。
そ
し
て
狂
犬
病
研
究
室
を
設
け
、
偉
大
な
業
績
を
残
し
、
ロ
シ
ア
皇
帝
か
ら
褒
賞
を
受
け
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
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⇔
教
室
史
略
記
明
治
三
十
一
年
五
月
十
二
日
、
講
師
に
任
ぜ
ら
れ
た
鈴
木
立
男
は
翌
年
三
月
十
四
日
に
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
病
理
学
教
室
の
基
礎
を
作
っ
た
が
、
一
年
後
に
は
任
を
離
れ
、
田
代
豊
助
が
明
治
三
十
三
年
に
そ
の
後
任
と
し
て
着
任
し
、
更
に
翌
三
十
四
年
四
月
一
日
に
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
漸
く
発
展
段
階
に
入
っ
た
。
明
治
三
十
九
年
九
月
八
日
に
は
、
本
学
出
身
の
伊
牟
田
八
三
次
が
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
病
理
総
論
、
病
理
組
織
実
習
、
病
理
解
剖
学
な
ど
を
分
担
し
、
長
崎
の
病
理
学
研
究
は
将
に
開
花
し
ょ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
伊
牟
田
助
教
授
が
明
治
四
十
二
年
に
至
っ
て
病
残
し
た
。
そ
し
て
同
年
五
月
、
林
郁
彦
が
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
現
在
の
病
理
学
の
基
礎
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
叉
、
大
正
元
年
八
月
七
日
、
林
教
授
が
海
外
留
学
の
た
め
、
休
職
と
な
っ
た
際
に
は
、
徳
永
美
福
を
講
師
に
迎
え
、
講
義
を
続
け
た
が
、
大
正
三
年
八
月
六
日
、
林
教
授
が
復
職
後
、
十
一
月
二
十
日
に
徳
永
美
福
は
退
官
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
大
正
十
二
年
、
竹
内
清
を
助
教
授
に
迎
え
、
更
に
大
正
十
五
年
三
月
一
日
に
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
長
崎
医
科
大
学
の
病
理
学
教
室
は
二
教
室
と
な
り
、
発
展
を
遂
げ
、
吉
田
富
三
教
授
が
昭
和
十
年
に
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
十
年
近
く
在
任
し
、
現
在
も
病
理
学
教
室
の
附
属
施
設
家
畜
研
究
所
で
は
腫
瘍
関
係
の
研
究
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
竹
　
病
理
学
第
内
　
　
　
清
一
講
座
主
任
（
長
崎
医
大
）
　
　
大
正
十
二
年
六
月
二
十
五
日
助
教
授
任
　
　
大
正
十
五
年
三
月
一
日
任
　
　
昭
和
二
十
一
年
四
月
十
九
日
残
林林吉梅松保
良に
　
病
理
学
第
一
　
　
郁
　
彦
田
　
富
　
三
田
　
　
　
薫
岡
　
　
　
茂
昭
和
二
十
一
年
三
月
三
十
日
任
一
講
座
主
任
（
長
崎
医
大
）
　
　
大
正
十
二
年
四
月
一
目
任
　
　
昭
和
九
年
二
月
二
十
四
日
免
　
　
昭
和
十
年
三
月
三
十
日
助
教
授
任
　
　
昭
和
十
三
年
二
月
七
日
任
　
　
昭
和
十
九
年
六
月
二
十
八
目
免
　
　
昭
和
十
九
年
七
月
四
目
任
　
　
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
残
　
　
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
十
目
任
　
附
属
医
学
専
門
部
病
理
学
教
授
野
　
正
之
　
　
　
　
昭
和
十
六
年
五
月
十
七
日
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
残
細
菌
学
教
室
　
朋
治
時
代
に
隆
盛
の
途
に
就
い
た
細
菌
学
は
、
明
治
三
十
年
五
月
三
十
一
日
、
衛
生
学
・
法
医
学
の
講
座
中
に
細
菌
学
実
験
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
、
久
保
成
治
教
授
が
衛
生
学
、
生
理
学
と
と
も
に
兼
任
教
授
し
て
い
た
。
明
治
三
十
二
年
に
は
田
中
民
夫
教
授
が
兼
任
教
授
し
、
翌
三
十
三
年
に
は
田
代
豊
助
教
援
が
兼
任
教
授
し
て
い
た
。
こ
の
三
十
三
年
に
は
じ
め
て
細
一6一
菌
学
は
独
立
し
た
が
、
こ
の
教
室
が
確
立
し
た
の
は
大
正
元
年
十
月
三
十
目
、
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
吉
永
福
太
郎
の
着
任
後
で
、
吉
永
教
授
が
大
正
四
年
四
月
二
十
九
日
、
辞
任
し
、
大
西
進
教
授
が
後
任
と
し
て
着
任
し
、
漸
く
隆
盛
の
機
に
至
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
大
正
九
年
五
月
四
日
、
大
西
教
授
が
病
残
し
、
次
い
で
、
大
正
十
二
年
に
阿
部
俊
男
助
教
授
を
迎
え
る
ま
で
の
間
、
宮
入
慶
之
助
を
講
師
に
迎
え
、
女
婿
大
西
教
授
の
講
義
の
補
講
を
行
っ
た
り
（
大
正
九
年
五
月
三
十
一
目
任
、
町
年
七
月
七
日
免
）
、
兼
任
教
授
し
た
り
し
た
。
阿内青
　
細
菌
学
講
座
主
任
（
長
崎
医
大
－
長
崎
大
学
医
学
部
）
部
　
俊
　
男
　
　
　
　
大
正
十
二
年
四
月
一
日
助
教
授
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
四
年
二
月
四
日
教
授
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
七
年
五
月
五
目
伝
研
技
師
転
藤
達
男
　
　
昭
和
七
年
六
月
三
十
日
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
残
木
義
男
　
　
昭
和
二
十
一
年
三
月
三
十
日
任
衛
生
学
及
び
公
衆
衛
生
学
教
室
　
安
政
四
年
に
ポ
ン
ペ
が
医
学
伝
習
を
行
っ
た
際
、
衛
生
学
に
関
す
る
講
義
を
試
み
た
た
め
、
門
人
中
、
松
本
良
順
は
明
治
時
代
に
入
っ
て
教
科
書
を
出
版
し
、
更
に
伝
染
病
の
蔓
延
に
伴
い
、
衛
生
学
の
隆
盛
を
み
る
に
至
、
っ
た
。
当
初
、
衛
生
学
は
養
生
法
な
ど
と
呼
ば
れ
、
治
療
医
学
に
も
関
連
し
、
特
に
伝
染
病
な
ど
は
そ
の
規
範
に
属
し
て
い
た
。
衛
生
の
呼
称
が
長
与
専
斎
に
よ
っ
て
一
般
化
し
た
後
、
医
学
教
育
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
医
学
校
通
則
の
公
布
以
後
で
あ
る
が
、
本
学
で
衛
生
学
の
担
任
を
最
初
に
引
受
け
た
の
は
長
崎
医
学
校
校
長
吉
田
健
康
で
あ
っ
た
。
吉
田
校
長
は
、
県
衛
生
課
長
も
勤
め
た
ほ
ど
で
、
そ
の
教
授
内
容
は
今
日
、
詳
ら
か
で
な
い
が
、
地
方
に
お
け
る
講
演
を
参
照
す
る
と
、
多
分
に
治
療
医
学
的
な
面
が
強
く
、
予
防
医
学
の
面
を
従
と
し
て
含
め
て
い
た
。
そ
の
後
、
第
五
高
等
中
学
校
か
ら
第
五
高
等
学
校
時
代
に
入
る
と
、
久
保
成
治
教
授
が
講
座
を
兼
任
し
、
明
治
三
十
三
年
、
久
保
教
授
辞
任
後
は
田
代
豊
助
教
授
を
迎
え
て
講
座
が
続
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
大
正
元
年
十
月
三
十
日
、
専
任
教
授
吉
永
福
太
郎
の
発
令
が
あ
っ
て
、
と
み
に
衛
生
学
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
吉
永
教
授
が
大
正
四
年
四
月
二
十
九
日
に
辞
職
し
た
後
は
、
大
西
進
が
教
授
に
迎
え
ら
れ
、
更
に
衛
生
学
は
発
展
を
遂
げ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
大
西
教
授
が
大
正
九
年
五
月
四
日
に
病
残
す
る
と
、
女
婿
の
残
後
の
補
講
に
宮
入
慶
之
助
が
講
師
と
し
て
来
任
し
（
同
年
五
月
三
十
一
日
任
、
同
年
七
月
七
目
免
）
、
そ
の
後
は
大
正
十
三
年
三
月
十
五
日
、
勝
矢
俊
一
が
長
崎
医
科
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る
ま
で
、
兼
任
教
授
も
止
む
な
き
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
長
崎
医
科
大
学
に
衛
生
学
教
室
が
設
け
ら
れ
、
新
設
の
研
究
施
設
が
整
え
ら
れ
、
漸
く
衛
生
学
研
究
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
、
相
沢
竜
が
公
衆
衛
生
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る
ま
で
、
衛
生
学
教
室
は
公
衆
衛
生
学
を
も
含
め
た
講
座
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
便
宜
、
両
講
座
を
併
せ
記
し
て
置
い
た
が
、
現
在
で
は
全
く
異
っ
た
教
室
と
し
て
、
そ
れ
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教
室
史
略
記
ぞ
れ
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
勝大藤相
　
衛
生
学
講
座
主
任
（
長
崎
医
大
－
長
崎
大
学
医
学
部
）
矢
俊
一
　
　
大
正
十
三
年
三
月
十
五
日
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
九
年
二
月
二
十
四
日
免
倉
　
玄
　
一
　
　
　
昭
和
九
年
六
月
十
一
日
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
残
本
薫
喜
　
　
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
十
六
日
任
　
公
衆
衛
生
学
講
座
主
任
（
長
崎
大
学
医
学
部
）
沢
　
　
　
竜
　
　
　
　
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
任
法
医
学
（
裁
判
医
学
）
教
室
　
ポ
ン
ペ
が
わ
が
国
に
は
じ
め
て
西
洋
の
法
医
学
を
講
義
し
た
の
は
文
久
二
年
で
、
ポ
ン
ペ
の
帰
国
直
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ポ
ソ
ペ
後
、
法
医
学
の
講
義
は
中
絶
し
て
い
た
が
、
明
治
初
年
の
大
学
東
校
教
師
デ
ー
ニ
ッ
ツ
の
断
訴
医
学
（
後
の
裁
判
医
学
）
開
講
に
伴
い
、
医
学
教
育
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
更
に
衛
生
学
と
共
に
講
座
が
設
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
間
、
山
根
正
次
が
長
崎
竪
学
校
時
代
に
デ
ー
ニ
ッ
ツ
の
学
風
を
伝
え
、
更
に
栗
本
東
明
が
明
治
十
八
年
に
着
任
す
る
と
、
直
ち
に
こ
の
講
座
を
担
当
し
、
第
五
高
等
中
学
校
時
代
に
入
っ
て
、
小
山
竜
徳
が
解
剖
学
教
授
に
迎
え
ら
れ
る
と
、
そ
の
後
を
享
け
て
講
座
を
担
当
し
た
。
更
に
、
長
崎
医
学
専
門
学
校
時
代
に
入
る
と
、
明
治
四
十
年
七
月
二
十
二
日
に
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
石
田
昇
が
兼
任
し
、
更
に
そ
の
後
任
教
授
斎
藤
茂
吉
が
大
正
八
年
か
ら
同
十
年
ま
で
兼
任
し
た
。
　
長
崎
医
科
大
学
の
発
足
し
た
大
正
十
二
年
四
月
一
日
に
は
、
浅
田
一
が
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
こ
こ
に
法
医
学
教
室
の
確
立
を
み
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
o
浅ゴヒ国友
法
医
学
講
座
主
任
（
長
崎
医
大
－
長
崎
大
学
医
学
部
）
田
　
　
　
一
条
　
春
　
光
房
　
二
　
三
永
　
得
　
郎
医
動
物
学
教
室
大
正
十
二
年
四
月
一
日
任
昭
和
九
年
一
月
九
日
免
大
正
十
五
年
一
月
四
日
講
師
任
同
年
四
月
七
日
助
教
授
任
昭
和
九
年
八
月
三
十
一
日
教
授
任
昭
和
十
五
年
七
月
二
十
七
日
九
州
大
学
転
昭
和
十
五
年
七
月
二
十
七
日
任
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
残
昭
和
二
十
一
年
三
月
三
十
日
任
　
一
般
教
養
と
し
て
の
動
物
学
は
、
精
得
館
時
代
も
教
授
し
て
い
た
が
、
明
治
元
年
の
長
崎
府
医
学
校
規
則
に
よ
れ
ば
、
植
物
学
と
と
も
に
教
科
課
程
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
当
初
は
い
ず
れ
も
外
人
教
師
の
教
え
る
と
こ
ろ
一8一
で
あ
っ
た
が
、
明
治
九
年
の
医
学
教
場
教
則
で
は
、
第
三
期
及
び
第
四
期
に
、
動
植
物
学
大
意
を
教
授
し
た
。
当
時
、
高
屋
賀
祐
、
深
見
次
郎
等
が
こ
れ
ら
の
課
目
を
担
当
し
て
い
た
が
、
深
見
次
郎
が
獣
医
学
校
に
転
属
す
る
に
及
び
、
再
び
高
屋
賀
祐
が
動
物
学
を
担
当
し
、
第
五
高
等
中
学
校
教
授
と
し
て
来
任
し
た
池
口
慶
三
は
生
薬
学
と
と
も
に
植
物
学
を
教
授
し
た
。
叉
、
そ
の
後
任
村
山
長
之
助
教
授
も
、
両
学
科
を
兼
任
し
、
以
後
は
、
薬
学
専
門
部
教
授
が
後
の
二
者
の
授
業
を
担
当
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
二
十
八
年
以
後
は
、
医
用
及
び
薬
用
動
物
学
、
医
用
及
び
薬
用
植
物
学
が
加
え
ら
れ
、
前
者
を
高
屋
助
教
授
、
後
者
を
村
山
教
授
が
そ
れ
ぞ
れ
兼
任
し
た
。
長
崎
医
学
専
門
学
校
と
な
っ
て
か
ら
は
、
高
屋
助
教
授
が
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
明
治
三
十
七
年
に
は
両
教
授
と
も
に
辞
任
し
、
村
山
教
授
の
後
任
と
と
も
に
薬
学
科
で
は
更
に
講
座
の
整
備
を
行
っ
た
。
し
か
し
教
授
の
補
充
は
十
分
で
な
か
っ
た
。
そ
し
て
以
後
は
兼
任
の
ま
ま
、
教
授
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
　
処
で
、
長
崎
医
科
大
学
時
代
に
入
り
、
高
等
学
校
の
課
程
で
教
授
さ
れ
る
動
物
学
及
び
植
物
学
は
、
大
学
教
育
の
教
科
外
と
な
っ
て
了
っ
た
が
、
長
崎
大
学
医
学
部
と
な
っ
て
以
後
、
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
十
七
目
に
登
倉
登
が
文
部
教
官
に
、
そ
の
三
年
後
に
大
森
南
三
郎
が
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
漸
く
原
虫
学
及
び
医
動
物
学
の
講
座
が
成
立
し
、
前
者
は
風
土
病
研
究
所
に
属
し
、
後
者
は
教
室
と
し
て
学
内
に
研
究
の
場
を
持
つ
に
至
っ
た
。
角
　
尾
（
東
亜
）
風
土
病
研
究
所
教
授
晋
昭
和
十
七
年
五
月
四
日
兼
任
、
金
　
子
直
青
　
木
　
義
　
勇
楠
　
井
　
賢
　
造
登
　
倉
　
　
　
登
大
森
南
三
郎
　
　
　
昭
和
二
十
年
八
月
二
十
二
日
残
（
病
理
部
）
　
昭
和
十
七
年
五
月
四
日
任
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
残
（
細
菌
部
）
　
昭
和
十
七
年
五
月
四
日
任
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
二
年
九
月
六
日
免
　
　
　
昭
和
二
十
二
年
五
月
十
四
日
任
　
　
　
昭
和
二
十
四
年
四
月
三
十
日
免
　
　
　
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
十
七
日
任
　
　
　
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
任
内
科
学
教
室
　
ポ
ン
ペ
は
内
科
学
及
び
外
科
学
の
研
究
を
目
的
と
し
て
、
わ
が
国
に
向
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
幕
府
は
ポ
ン
ペ
に
す
べ
て
の
科
目
を
依
頼
し
て
了
い
、
そ
の
た
め
、
ポ
ン
ペ
は
大
き
な
負
担
を
感
ず
る
に
至
っ
た
が
、
基
礎
医
学
か
ら
漸
次
臨
床
医
学
に
講
座
が
進
む
に
つ
れ
て
、
内
科
学
は
治
療
学
と
し
て
教
授
さ
れ
、
病
理
学
も
併
せ
て
講
義
さ
れ
た
。
ポ
ン
ペ
当
時
、
松
本
良
順
の
ほ
か
、
佐
藤
尚
中
な
ど
も
内
科
学
に
優
れ
、
ポ
ソ
ペ
帰
国
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
各
地
に
そ
の
学
風
を
伝
え
た
が
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ソ
、
マ
ン
ス
フ
ニ
ル
ト
、
レ
ウ
エ
ン
な
ど
、
引
続
き
外
人
教
師
の
講
義
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
長
崎
病
院
で
は
そ
の
後
も
フ
ォ
ッ
ク
、
ブ
ツ
ケ
マ
、
ア
ー
ノ
ル
ド
、
ア
ム
ア
ツ
ト
に
至
る
ま
で
、
相
次
い
で
雇
わ
れ
た
外
人
教
師
た
ち
は
診
断
学
及
び
各
科
臨
床
講
義
と
と
も
に
診
療
の
実
際
を
指
導
し
た
。
長
崎
医
学
一9一
附
　
　
録
　
⇔
教
室
史
略
記
校
の
確
立
し
た
頃
に
は
、
診
断
学
の
講
義
を
田
口
誠
之
が
受
持
っ
た
が
、
吉
田
健
康
は
内
科
学
の
教
授
と
し
て
校
長
を
兼
ね
、
山
根
正
次
教
諭
は
長
崎
病
院
内
科
医
長
と
し
て
臨
床
実
習
の
任
に
当
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
栗
本
東
明
教
諭
の
着
任
に
よ
り
、
内
科
学
の
充
実
を
み
る
に
至
っ
た
が
、
第
五
高
等
中
学
校
の
成
立
と
と
も
に
大
谷
周
庵
教
授
の
着
任
を
み
、
長
崎
の
内
科
学
教
室
は
栗
本
教
授
の
学
用
病
棟
担
当
と
と
も
に
益
々
発
展
の
一
途
を
た
ど
り
、
二
つ
の
内
科
が
交
互
に
診
療
及
び
講
座
を
担
当
し
た
。
そ
の
後
、
第
三
内
科
が
分
れ
、
小
児
科
学
を
担
当
し
た
が
、
こ
れ
も
内
科
学
教
授
の
分
担
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
年
に
大
谷
教
授
が
海
外
留
学
す
る
に
当
っ
て
、
新
た
に
田
中
民
夫
を
教
授
に
任
じ
、
大
谷
、
栗
本
、
田
中
の
三
教
授
に
よ
っ
て
益
々
精
彩
を
放
つ
教
室
と
な
っ
て
行
っ
た
。
特
に
大
谷
教
授
の
名
声
は
福
岡
医
科
大
学
の
大
森
外
科
学
教
授
と
併
称
さ
れ
、
後
に
宮
中
に
転
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
長
崎
医
学
専
門
学
校
時
代
に
入
っ
て
、
栗
本
教
授
が
辞
任
し
、
大
谷
・
田
代
両
教
授
の
交
代
勤
務
す
る
時
代
に
入
り
、
大
谷
教
授
が
明
治
三
十
八
年
転
出
し
た
後
、
小
川
瑳
五
郎
が
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
明
治
四
十
二
年
九
月
七
日
、
紀
伊
研
太
郎
が
教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
て
、
再
び
三
教
授
に
よ
る
分
担
が
始
め
ら
れ
た
コ
し
か
し
、
紀
伊
教
授
は
明
治
四
十
年
十
月
二
十
六
日
に
は
辞
任
し
、
檜
垣
春
三
が
明
治
四
十
三
年
七
月
十
六
日
に
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
日
、
休
職
と
な
っ
た
小
川
教
授
の
後
任
と
し
て
長
崎
病
院
内
科
第
一
部
長
に
就
任
し
、
三
内
科
時
代
が
保
持
さ
れ
た
。
小
川
教
授
は
京
都
府
立
医
科
大
学
長
と
し
て
転
出
し
た
の
で
あ
る
。
小
児
科
の
独
立
と
と
も
に
、
二
内
科
時
代
に
入
っ
た
が
、
檜
垣
教
授
が
一
年
余
で
辞
任
し
、
竹
村
正
が
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
　
（
大
正
二
年
九
月
十
一
日
任
、
同
六
年
十
二
月
二
十
日
免
）
大
正
五
年
十
月
二
十
三
日
、
田
中
教
授
が
休
職
と
な
り
・
十
一
月
十
八
日
に
後
任
と
し
て
菅
沼
清
次
郎
が
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
叉
、
大
正
六
年
十
二
月
八
日
に
は
尾
中
守
三
が
教
授
の
任
に
就
い
た
。
一
方
、
竹
村
教
授
は
同
年
十
二
月
二
十
日
に
辞
任
し
、
尾
中
教
授
が
大
正
九
年
四
月
十
六
日
に
残
す
る
と
、
松
森
経
夫
が
同
年
七
月
九
日
に
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
年
十
月
四
日
、
辞
任
し
た
。
そ
の
後
は
高
尾
克
己
が
大
正
十
一
年
八
月
一
日
に
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
菅
沼
清
次
郎
と
と
も
に
長
崎
医
学
専
門
学
校
の
廃
止
さ
れ
る
大
正
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
そ
の
任
に
在
っ
た
。
　
大
正
十
二
年
四
月
一
日
、
長
崎
医
科
大
学
が
発
足
す
る
と
と
も
に
、
二
つ
の
内
科
が
構
成
さ
れ
た
が
、
な
お
未
分
化
の
状
態
の
ま
ま
、
山
田
基
が
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
又
、
高
尾
克
己
は
第
二
内
科
助
教
授
と
し
て
兼
任
し
、
大
正
十
四
年
三
月
三
十
一
目
、
辞
任
す
る
と
、
永
末
脩
が
後
任
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
角
尾
晋
は
大
正
十
四
年
三
且
七
日
、
内
科
第
一
講
座
主
任
教
授
の
任
に
就
き
、
こ
こ
に
両
内
科
の
基
礎
が
確
立
す
る
に
至
っ
た
。
両
内
科
の
系
譜
は
次
の
通
り
で
あ
る
が
、
医
科
大
学
発
足
以
来
、
助
教
授
の
任
に
あ
っ
た
影
浦
尚
視
は
、
昭
和
四
年
六
月
二
十
一
日
に
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
栄
養
学
科
を
担
当
し
、
第
二
内
科
教
授
辻
緑
（
大
正
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
任
、
昭
和
九
年
六
月
二
十
七
日
免
）
の
辞
任
後
は
第
二
内
科
教
授
の
任
に
就
い
た
。
こ
の
時
、
外
科
学
教
室
と
と
も
に
、
二
つ
の
内
科
が
確
立
し
た
と
も
云
え
よ
う
。
叉
、
第
一
内
科
助
教
授
横
田
素
一
郎
は
昭
和
十
四
年
十
月
二
十
八
日
、
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
中
原
療
養
所
長
を
兼
任
し
た
が
、
昭
和
二
十
一
年
に
至
っ
て
角
尾
教
授
の
後
任
箴
島
四
郎
と
交
代
一10一
し
、
昭
和
二
十
九
年
六
月
十
五
日
、
影
浦
尚
視
の
退
職
後
、
郎
は
第
二
内
科
教
授
室
主
任
教
授
の
任
に
つ
い
た
。
　
　
　
内
科
学
第
角
　
尾
　
　
　
晋
横
田
素
　
一
郎
教
授
箴
島
四
一
講
座
主
任
　
　
大
正
十
四
年
三
月
七
日
任
　
　
昭
和
二
十
年
八
月
二
十
二
日
残
　
　
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
十
一
日
転
内
科
学
（
員
外
）
講
座
横
田
素
一
箴
　
島
　
四
良β良β
昭
和
十
四
年
十
月
二
十
八
日
任
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
十
一
日
転
昭
和
二
十
二
年
二
月
七
日
任
昭
和
二
十
九
年
十
月
十
六
日
転
附
属
医
学
専
門
部
教
授
山
　
田
辻
内
科
学
第
二
講
座
主
任
基緑
影
　
浦
　
尚
　
視
箴
　
島
　
四
良β
大
正
十
二
年
四
月
一
日
任
大
正
十
四
年
七
月
一
日
免
大
正
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
任
昭
和
九
年
六
月
二
十
七
日
免
昭
和
九
年
六
月
二
十
七
日
転
昭
和
二
十
九
年
六
月
十
五
日
退
昭
和
二
十
九
年
十
月
十
六
日
転
内
科
学
栄
養
科
講
座
影
　
浦
　
尚
　
視
昭
和
四
年
六
月
二
十
一
日
任
昭
和
九
年
六
月
二
十
七
日
転
菅
沼
清
次
郎
菊
野
晴
二
良β
精
神
科
学
教
室
大
正
十
二
年
四
月
一
目
任
大
正
十
四
年
三
月
三
十
一
日
免
昭
和
十
九
年
十
月
四
日
任
昭
和
二
十
年
八
月
九
目
残
　
内
科
学
の
一
分
科
と
し
て
講
義
さ
れ
て
い
た
精
神
科
学
は
、
長
崎
医
学
専
門
学
校
時
代
に
独
立
し
た
が
、
当
初
は
、
内
科
学
教
授
の
兼
任
で
あ
っ
た
。
即
ち
大
谷
周
庵
、
小
川
瑳
五
郎
教
授
な
ど
が
相
次
い
で
兼
任
し
て
い
た
が
、
明
治
四
十
年
七
月
二
十
二
目
、
石
田
昇
が
教
授
の
任
に
就
き
、
こ
こ
に
精
神
科
教
室
が
確
立
し
た
。
大
正
六
年
十
二
月
三
日
に
、
斎
藤
茂
吉
が
石
田
教
授
の
海
外
留
学
中
、
教
授
と
な
っ
た
が
、
大
正
九
年
九
月
二
十
七
目
、
石
田
教
授
が
休
職
と
な
り
、
斎
藤
教
授
が
専
任
教
授
と
な
っ
た
。
大
正
十
年
三
月
、
斎
藤
教
授
が
辞
任
し
、
高
瀬
清
が
同
年
三
月
七
日
に
後
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ω
教
室
史
略
記
任
教
授
の
任
に
就
き
、
長
崎
医
科
大
学
発
足
後
は
、
大
正
十
四
年
三
月
十
二
日
、
長
崎
医
科
大
学
教
授
と
な
る
ま
で
、
大
学
助
教
授
を
兼
任
し
た
。
講
座
主
任
は
昭
和
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日
、
高
瀬
教
授
の
長
崎
大
学
長
転
出
に
伴
い
仁
志
川
種
雄
が
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
　
　
　
　
精
神
科
学
教
室
主
任
高
　
瀬
仁
志
松
　
下
　
　
　
清
　
　
　
　
大
正
十
四
年
三
月
十
二
日
任
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
四
年
五
月
三
十
一
目
長
崎
大
学
　
　
　
　
　
　
　
　
長
転
出
川
種
雄
　
　
　
　
昭
和
二
十
五
年
五
月
一
日
任
附
属
医
学
専
門
部
教
授
　
兼
　
知
　
　
　
　
昭
和
十
七
年
四
月
任
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
二
年
五
月
十
四
日
解
　
　
　
　
小
児
科
学
教
室
　
小
児
科
学
は
内
科
学
の
一
分
科
と
し
て
発
足
し
、
第
五
高
等
学
校
時
代
の
講
座
は
兼
任
で
あ
っ
た
。
吉
田
健
康
校
長
が
兼
任
し
て
い
た
後
を
享
け
て
、
桜
井
三
之
助
教
授
（
産
婦
人
科
）
が
明
治
三
十
年
度
及
び
翌
年
ま
で
兼
任
し
、
第
三
内
科
と
称
せ
ら
れ
て
い
た
。
明
治
三
十
二
年
か
ら
大
谷
周
庵
教
授
が
兼
任
し
、
小
川
瑳
五
郎
教
授
が
明
治
四
十
年
六
月
二
十
三
日
に
着
任
す
る
と
と
も
に
大
谷
教
援
に
代
り
、
檜
垣
春
三
教
授
が
明
治
四
十
四
年
に
辞
任
後
は
田
中
民
夫
教
授
が
そ
の
任
に
就
い
た
。
そ
し
て
大
正
五
年
八
月
二
十
八
日
、
斎
藤
秀
雄
が
長
崎
医
学
専
門
学
校
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
こ
こ
に
、
専
任
の
教
授
を
得
て
、
小
児
科
学
教
室
は
独
立
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
斎
藤
教
授
の
海
外
海
留
学
中
、
満
武
市
兵
衛
が
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
（
大
正
十
年
十
一
月
十
九
日
任
、
大
正
十
二
年
四
月
一
日
長
崎
医
科
大
学
助
教
授
任
、
翌
十
三
年
四
月
十
四
日
免
）
、
斎
藤
教
授
は
大
正
十
三
年
二
月
十
九
日
、
長
崎
医
科
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
然
し
、
翌
十
四
年
に
は
休
職
と
な
り
、
平
井
金
三
郎
教
授
が
就
任
し
た
。
小
児
科
学
講
座
主
任
斎
　
藤
　
秀
　
雄
平
井
金
三
佐
　
野
良5保
和
　
泉
　
成
　
之
大
正
十
三
年
二
月
十
九
日
任
大
正
十
四
年
九
月
二
日
休
昭
和
二
年
九
月
一
日
免
大
正
十
四
年
九
月
二
日
任
昭
和
十
九
年
三
月
三
十
一
日
免
昭
和
十
九
年
五
月
三
十
一
日
任
昭
和
二
十
三
年
十
月
十
一
日
東
北
帝
国
大
学
教
授
転
昭
和
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日
任
附
属
医
学
専
門
部
教
授
浜
田
宗
之
助
昭
和
二
十
年
七
月
二
十
三
日
任
昭
和
二
十
二
年
五
月
十
四
日
解
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外
科
学
教
室
　
安
政
四
年
、
ポ
ン
ペ
は
内
科
学
と
と
も
に
外
科
学
を
研
究
し
よ
う
と
し
て
長
崎
に
渡
来
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
ポ
ソ
ペ
が
外
科
学
を
講
義
し
た
の
は
、
基
礎
医
学
の
課
程
を
一
応
終
え
る
見
当
が
つ
い
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
当
時
、
外
科
学
と
し
て
独
立
し
て
教
え
た
場
合
も
あ
る
が
、
当
時
は
原
病
学
及
び
治
療
学
と
し
て
、
内
科
学
と
と
も
に
教
育
課
程
が
組
ん
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
病
理
学
と
と
も
に
臨
床
の
二
つ
の
主
要
科
目
が
講
義
さ
れ
て
い
て
、
臨
床
病
理
と
い
う
一
つ
の
体
系
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ボ
ー
ド
ゥ
ィ
ソ
も
、
専
攻
す
る
眼
科
学
の
ほ
か
に
、
外
科
学
を
重
視
し
、
大
村
侯
の
外
傷
治
療
に
当
っ
て
は
、
特
に
そ
の
名
声
を
高
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
，
帰
国
前
、
幕
府
と
契
約
を
結
ん
だ
際
に
も
、
外
科
学
を
主
体
と
す
る
陸
軍
軍
医
学
校
の
建
設
に
意
を
そ
そ
い
だ
の
で
あ
る
。
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
明
治
維
新
の
動
乱
期
に
遭
遇
し
た
が
、
外
科
学
の
講
義
は
慶
応
年
中
に
は
行
わ
ず
、
明
治
維
新
後
に
行
っ
た
。
明
治
元
年
の
長
崎
府
医
学
校
規
則
に
よ
れ
ば
、
第
三
等
の
課
程
で
内
外
治
療
が
教
授
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
、
長
崎
県
病
院
の
雇
外
人
教
師
た
ち
が
相
次
い
で
臨
床
の
実
際
を
指
導
し
た
。
特
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
外
科
学
の
泰
斗
コ
ッ
ヘ
ル
の
門
人
ア
ム
ア
ッ
ト
が
最
後
の
八
人
目
の
外
人
教
師
と
し
て
来
任
し
た
明
治
中
期
に
は
、
新
し
い
学
風
を
伝
え
て
、
再
び
長
崎
医
学
の
精
華
を
示
そ
う
と
す
る
契
機
が
訪
れ
よ
う
と
し
た
が
、
ア
ム
ア
ッ
ト
の
天
折
に
よ
っ
て
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
　
と
こ
ろ
で
、
ポ
ン
ペ
の
門
人
佐
藤
尚
中
は
、
ポ
ソ
ペ
も
激
賞
す
る
よ
う
に
外
科
学
に
は
特
に
堪
能
で
、
順
天
堂
大
学
に
は
、
今
も
な
お
当
時
使
用
し
た
尚
中
の
外
科
用
器
具
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
叉
、
ポ
ソ
ペ
の
門
人
橋
本
綱
常
も
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
報
告
に
お
い
て
は
、
ラ
ン
ゲ
ン
ベ
ッ
ク
等
の
激
賞
を
得
、
わ
が
国
の
外
科
学
の
学
的
水
準
が
広
く
世
界
に
紹
介
さ
れ
、
高
い
評
価
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
松
本
良
順
の
外
科
学
も
佐
藤
尚
中
と
と
も
に
ポ
ソ
ペ
の
講
義
の
援
助
を
し
た
ほ
ど
で
、
こ
れ
ら
に
劣
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
幕
府
医
官
と
し
て
の
良
順
の
立
場
も
あ
っ
た
た
め
、
維
新
後
は
充
分
な
研
究
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
及
び
レ
ウ
エ
ン
の
門
人
吉
田
健
康
は
、
長
崎
医
学
校
を
整
備
し
た
後
、
自
ら
内
科
学
と
と
も
に
外
科
学
の
講
座
を
担
当
し
た
。
明
治
十
五
年
六
月
、
医
学
校
通
則
に
基
く
専
任
外
科
学
教
諭
と
し
て
、
吉
田
健
康
自
ら
、
長
崎
の
金
井
俊
行
と
連
絡
を
保
っ
て
上
京
し
、
当
局
と
交
渉
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
た
田
代
正
は
、
長
崎
に
お
け
る
外
科
学
教
室
の
基
礎
を
築
い
た
教
授
で
、
温
厚
篤
実
な
そ
の
人
格
は
多
く
の
人
々
の
尊
敬
を
保
ち
続
け
た
。
大
正
六
年
に
は
多
年
に
亘
る
教
授
生
活
を
辞
し
て
い
る
が
、
そ
の
胸
像
は
第
二
次
世
界
大
戦
当
時
ま
で
長
崎
医
科
大
学
の
構
内
に
残
さ
れ
て
い
た
。
　
（
田
代
教
授
の
胸
像
は
戦
後
、
盗
難
に
逢
い
、
諏
訪
公
園
に
あ
っ
た
吉
田
健
康
校
長
の
銅
像
も
戦
時
中
、
供
出
さ
れ
て
、
と
も
に
現
存
し
な
い
。
）
　
さ
て
、
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
が
設
置
さ
れ
た
明
治
二
十
一
年
の
六
月
に
は
、
高
畑
挺
三
が
外
科
学
教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
明
治
四
十
二
年
六
月
に
辞
職
し
た
が
、
こ
の
教
授
も
、
外
科
学
の
み
な
ら
ず
、
耳
鼻
咽
喉
学
を
も
担
当
し
、
活
躍
し
た
。
叉
、
明
治
二
十
七
年
に
は
、
安
尾
清
治
も
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教
室
史
略
記
着
任
し
て
、
外
科
学
を
講
義
し
、
明
治
三
十
一
年
ま
で
講
座
を
担
当
し
た
が
、
明
治
四
十
年
十
月
三
日
、
長
崎
医
学
専
門
学
校
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
須
藤
謙
治
も
、
大
正
二
年
五
月
二
十
一
目
、
休
職
と
な
る
ま
で
外
科
学
を
担
当
し
た
。
須
藤
教
授
の
後
任
磯
部
喜
右
衛
門
は
同
年
九
月
十
日
、
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
大
正
十
三
年
九
月
二
十
二
日
、
京
都
帝
国
大
学
教
授
と
し
て
転
出
す
る
ま
で
、
講
座
を
担
当
し
、
田
代
教
授
の
後
任
望
月
成
人
は
、
昭
和
二
年
十
一
月
三
十
日
、
京
都
府
立
医
科
大
学
教
授
に
転
出
す
る
ま
で
’
外
科
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
磯
部
、
望
月
両
教
授
に
よ
っ
て
、
田
代
、
高
畑
両
教
授
の
築
い
た
長
崎
の
外
科
学
教
室
は
更
に
発
展
の
機
を
得
た
の
で
あ
る
。
長
崎
医
学
専
門
学
校
が
廃
止
さ
れ
る
直
前
、
即
ち
大
正
十
四
年
四
月
十
日
に
、
磯
部
教
授
の
後
任
と
し
て
、
原
要
が
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
大
正
十
二
年
四
月
一
日
の
発
令
以
後
も
長
崎
医
科
大
学
助
教
授
の
職
に
在
っ
て
兼
任
し
て
い
る
。
叉
、
古
屋
野
宏
平
も
、
大
正
十
二
年
四
月
一
日
、
長
崎
医
学
専
門
学
校
教
授
と
し
て
着
任
し
、
大
正
十
三
年
九
月
二
十
四
日
、
磯
部
教
授
の
後
任
と
し
て
長
崎
医
科
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
昭
和
前
半
期
の
外
科
学
教
室
育
成
に
尽
力
し
た
。
一
方
、
望
月
成
人
は
、
大
正
十
二
年
四
月
一
日
、
長
崎
医
科
大
学
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
や
が
て
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
以
後
は
、
横
田
浩
吉
、
原
要
、
河
合
直
次
、
中
谷
隼
男
、
三
宅
博
等
、
五
教
授
を
経
、
昭
和
十
七
月
三
月
三
十
一
目
、
調
来
助
教
授
の
来
任
に
よ
っ
て
、
再
び
古
屋
野
教
授
と
同
様
、
長
崎
の
外
科
学
教
育
育
成
に
多
大
の
功
績
を
残
し
た
。
こ
の
間
、
昭
和
二
年
十
二
月
四
日
、
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
辻
村
秀
夫
は
昭
和
十
七
年
三
月
三
十
一
日
、
整
形
外
科
学
を
主
と
す
る
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
、
昭
和
二
十
年
十
二
月
二
十
二
日
、
古
屋
野
教
授
の
辞
任
後
の
教
室
を
育
成
し
た
。
現
在
の
よ
う
な
第
一
、
第
二
教
室
の
確
立
は
内
科
同
様
、
昭
和
九
年
以
後
と
云
え
る
。
外
科
学
第
一
講
座
主
任
（
長
崎
医
大
－
長
崎
医
学
部
）
望
　
月
　
成
　
人
横
　
田
　
浩
　
吉
原
要
河
　
合
　
直
　
次
中
　
谷
　
隼
　
男
三
　
宅
調
博
来
　
助
大
正
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
任
昭
和
二
年
十
一
月
三
十
日
免
（
京
都
府
医
大
転
）
昭
和
二
年
十
一
月
三
十
日
任
昭
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日
免
昭
和
五
年
七
月
三
十
一
日
任
昭
和
九
年
三
月
三
十
一
日
免
昭
和
九
年
八
月
三
十
一
日
任
昭
和
十
二
年
七
月
十
五
日
免
昭
和
十
二
年
七
月
十
五
日
任
昭
和
十
二
年
十
二
月
二
十
四
日
免
昭
和
十
三
年
七
月
一
日
任
昭
和
十
六
年
十
二
月
二
十
七
日
（
九
大
転
）
昭
和
十
七
年
三
月
三
十
一
日
任
外
科
学
第
二
講
座
主
任
　
（
長
崎
医
大
－
長
崎
大
学
医
学
部
）
磯
部
喜
右
衛
門
大
正
十
二
年
四
月
一
日
任
大
正
十
三
年
九
月
二
十
二
日
免
（
京
大
転
）
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古
屋
野
宏
平
辻
　
村
　
秀
　
夫
大
正
十
三
年
九
月
二
十
四
日
任
昭
和
二
十
年
十
二
月
二
十
一
大
学
長
任
）
昭
和
二
十
年
十
二
月
二
十
一
外
科
学
第
三
講
座
主
任
（
長
崎
医
大
）
辻
　
村
　
秀
　
夫
二
日
免
（
長
医
一
日
転
昭
和
十
七
年
三
月
三
十
一
日
任
（
昭
和
二
十
年
十
二
月
二
十
二
日
転
）
整
形
外
科
学
教
室
　
ポ
ン
ペ
が
外
科
学
の
講
義
の
分
科
と
し
て
そ
の
一
部
に
講
義
し
た
整
形
外
科
学
は
、
主
と
し
て
包
帯
学
で
、
明
治
元
年
の
長
崎
府
医
学
校
則
で
は
、
第
四
等
の
課
程
に
薬
剤
学
並
翻
帯
学
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
医
学
教
育
中
に
整
骨
科
が
独
立
し
、
レ
ウ
エ
ソ
や
田
代
正
教
諭
な
ど
、
外
科
学
教
授
の
兼
任
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
漸
次
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
整
形
外
科
学
は
確
立
し
、
外
科
学
か
ら
分
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
学
で
は
、
望
月
成
人
教
授
が
整
形
外
科
学
を
分
担
教
授
し
、
又
大
正
末
期
に
も
、
浜
田
三
郎
助
教
授
が
担
当
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
昭
和
十
六
年
三
月
三
十
一
日
、
辻
村
秀
夫
助
教
授
が
第
三
外
科
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
整
形
外
科
学
を
担
当
す
べ
き
任
を
帯
び
て
い
た
が
、
外
科
学
教
授
に
転
じ
、
遂
に
教
室
の
形
成
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
二
十
九
年
八
月
一
日
、
永
井
三
郎
が
専
任
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
よ
う
や
く
独
立
、
教
授
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
、
そ
の
教
室
と
し
て
の
基
礎
が
確
立
し
つ
つ
あ
る
o
外
科
学
第
三
講
座
及
び
整
形
外
科
学
講
座
主
任
　
（
長
崎
医
大
t
長
崎
大
学
医
学
部
）
望
月
成
人
（
外
一
）
浜
　
田
　
三
良5
辻
村
秀
夫
（
外
三
）
永
　
井
　
三
郎
（
整
）
大
正
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
任
昭
和
二
年
十
一
月
三
十
日
免
大
正
十
三
年
十
二
月
助
教
授
任
大
正
十
五
年
八
月
十
五
日
免
昭
和
十
七
年
三
月
三
十
一
目
任
（
昭
和
二
十
年
十
二
月
二
十
二
日
転
）
昭
和
二
十
九
年
八
月
一
日
任
皮
膚
泌
尿
器
科
学
教
室
　
安
政
四
年
、
本
学
を
開
講
し
た
ポ
ン
ペ
は
長
崎
に
お
け
る
性
病
の
蔓
延
を
憤
り
、
種
々
の
対
策
を
講
じ
、
検
梅
を
実
現
し
た
が
、
性
病
対
策
は
、
明
治
初
年
よ
り
衛
生
行
政
中
に
包
ま
れ
、
更
に
、
皮
膚
病
及
梅
毒
病
学
と
し
て
外
科
学
の
一
分
科
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
田
代
正
教
諭
が
長
崎
医
学
校
時
代
以
後
、
講
座
を
分
担
し
た
。
と
こ
ろ
が
長
崎
医
学
専
門
学
校
が
整
備
さ
れ
た
明
治
四
十
年
十
月
三
日
、
須
藤
謙
治
が
外
科
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
皮
膚
病
及
び
梅
毒
病
学
を
主
と
し
て
分
担
し
て
以
来
、
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教
室
史
略
記
独
立
し
た
教
室
の
要
請
が
強
く
な
り
、
大
正
二
年
五
月
二
十
一
日
、
須
藤
教
授
の
辞
任
後
、
青
木
大
勇
が
大
正
三
年
五
月
二
十
三
日
に
専
任
教
授
と
し
て
着
任
し
、
こ
こ
に
こ
の
教
室
が
独
立
し
、
育
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
青
木
教
授
は
学
友
会
問
題
の
紛
糾
に
伴
い
、
大
正
五
年
六
月
二
十
二
日
に
休
職
と
な
り
、
同
年
八
月
二
十
五
日
、
笹
川
正
男
が
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
大
正
十
一
年
六
月
二
十
一
日
、
退
職
し
た
。
叉
、
広
田
康
は
、
大
正
八
年
九
月
六
日
（
十
日
と
も
）
に
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
大
正
十
三
年
八
月
十
四
日
、
京
城
医
学
専
門
学
校
に
転
出
す
る
ま
で
、
教
室
の
整
備
を
行
い
、
そ
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
長
崎
医
学
専
門
学
校
が
廃
校
と
な
る
前
、
即
ち
、
大
正
十
三
年
六
月
七
日
に
、
加
藤
泰
が
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
こ
の
学
科
を
担
当
し
た
が
、
大
正
十
二
年
四
月
一
日
、
長
崎
医
科
大
学
の
発
足
に
伴
い
、
来
任
し
た
駒
屋
銀
治
助
教
授
と
と
も
に
教
室
の
充
実
を
期
し
、
大
正
十
四
年
三
月
三
十
一
日
、
長
崎
医
科
大
学
講
師
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
高
橋
信
吉
、
北
村
包
彦
、
北
村
精
一
等
、
各
教
授
が
相
次
ぎ
、
教
室
の
隆
盛
を
み
る
に
至
っ
た
。
皮
膚
泌
尿
器
科
学
講
座
主
任
　
（
長
崎
医
大
1
長
崎
大
学
医
学
部
）
駒
　
屋
　
銀
　
治
高
橋
　
信
　
吉
北
　
村
　
包
　
彦
大
正
十
四
年
六
月
六
日
任
昭
和
十
年
八
月
三
十
一
日
免
昭
和
十
年
九
月
三
十
日
任
昭
和
十
三
年
三
月
一
日
免
（
台
北
大
転
）
昭
和
十
年
十
月
十
二
日
任
北
村
精
昭
和
二
十
一
年
六
月
十
二
日
免
（
東
大
転
）
昭
和
二
十
一
年
六
月
六
日
任
眼
科
学
教
室
　
ポ
ン
ペ
が
安
政
四
年
、
着
任
後
、
直
ち
に
長
崎
が
眼
科
学
研
究
に
豊
富
な
宝
庫
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
以
来
、
長
崎
に
は
眼
科
に
堪
能
な
外
人
教
師
が
相
次
い
だ
。
ボ
！
ド
ウ
ィ
ソ
は
検
眼
鏡
そ
の
他
の
新
し
い
器
械
と
と
も
に
手
術
面
も
精
緻
な
技
術
を
伝
え
、
多
大
の
成
果
を
収
め
た
。
又
、
新
潟
で
眼
科
学
の
講
義
録
を
出
版
し
た
フ
ォ
ッ
ク
も
長
崎
医
学
校
に
雇
わ
れ
、
そ
の
盛
名
は
弘
め
ら
れ
た
。
長
崎
医
学
校
が
整
備
さ
れ
て
、
栗
本
東
明
教
諭
が
眼
科
学
を
も
担
し
、
長
崎
病
院
の
眼
科
部
長
の
任
に
就
い
た
。
第
五
高
等
中
学
校
の
設
立
を
み
た
明
治
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
に
は
、
既
に
牧
田
安
蔵
（
明
治
二
十
六
年
三
月
改
姓
、
村
上
安
蔵
）
が
着
任
し
、
眼
科
学
教
室
を
主
務
し
、
教
室
の
基
礎
が
確
立
し
た
。
村
上
教
授
は
、
大
正
十
年
十
二
月
八
目
ま
で
在
職
し
、
多
く
の
業
績
を
残
し
た
が
、
こ
の
間
、
鈴
木
立
男
は
明
治
三
十
三
年
一
月
一
日
、
長
崎
病
院
眼
科
部
長
心
得
に
任
ぜ
ら
れ
、
村
上
教
授
の
海
外
留
学
中
の
留
守
を
守
り
、
明
治
三
十
二
年
八
月
三
十
一
日
、
講
師
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
八
坂
信
助
と
と
も
に
村
上
教
授
を
援
け
た
。
八
坂
信
助
は
明
治
三
十
三
年
十
一
月
一
日
に
至
っ
て
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
明
治
三
十
四
年
四
月
三
十
日
に
は
長
崎
病
院
眼
科
部
長
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
同
年
末
に
は
任
を
放
れ
た
。
次
い
で
、
村
上
教
授
が
在
職
中
の
大
正
七
年
二
月
十
二
日
、
松
岡
与
之
助
が
教
授
の
任
に
就
き
、
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大
正
十
年
二
月
二
十
三
日
、
休
職
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
年
八
月
二
十
日
、
退
任
し
た
。
そ
し
て
、
大
正
十
年
よ
り
、
浅
沼
武
夫
は
県
立
長
崎
病
院
の
眼
科
医
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
翌
十
一
年
六
月
十
三
日
、
海
外
留
学
す
る
こ
と
と
な
り
、
大
正
十
一
年
八
月
二
十
一
日
、
そ
の
任
を
灘
れ
た
。
こ
の
日
、
竹
内
正
夫
は
長
崎
医
学
専
門
学
校
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
眼
科
医
長
を
兼
任
し
た
。
そ
の
後
、
大
正
十
四
年
一
月
二
十
五
日
ま
で
長
崎
医
学
専
門
学
校
に
勤
務
し
た
。
浅
沼
武
夫
が
帰
朝
後
、
長
崎
医
科
大
学
の
成
立
し
た
大
正
十
二
年
四
月
一
日
に
附
属
医
学
専
門
部
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
大
正
十
四
年
二
月
十
七
日
、
長
崎
医
科
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
昭
和
九
年
八
月
三
十
一
日
に
退
職
す
る
ま
で
の
間
、
大
学
と
し
て
の
教
室
が
育
成
さ
れ
、
林
雄
造
、
山
根
浩
、
広
瀬
金
之
助
各
教
授
が
相
次
い
で
多
く
の
業
績
を
残
し
て
い
る
。
眼
科
学
講
座
主
任
（
長
崎
医
大
－
長
崎
大
学
医
学
部
）
浅
　
沼
　
武
　
夫
林山
　
根
雄
　
造浩
広
瀬
金
之
助
大
正
十
四
年
二
月
十
七
日
任
昭
和
九
年
八
月
三
十
一
日
免
昭
和
九
年
八
月
三
十
一
日
任
昭
和
十
七
年
三
月
三
十
一
日
東
北
帝
国
大
学
教
授
転
昭
和
十
七
年
三
月
三
十
一
日
任
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
妓
昭
和
二
十
一
年
六
月
二
十
一
目
任
放
射
線
科
学
教
室
　
放
射
線
が
一
八
九
五
年
、
レ
ン
ト
ゲ
ソ
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
医
学
的
応
用
が
試
み
ら
れ
、
種
々
の
学
理
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、
当
初
は
外
科
学
に
お
い
て
管
理
さ
れ
た
放
射
線
医
学
の
分
野
も
、
物
療
科
乃
至
は
理
学
的
療
法
科
の
名
で
普
及
し
は
じ
め
た
。
本
学
に
お
い
て
も
、
明
治
三
十
年
代
に
外
科
学
教
室
に
放
射
線
装
置
が
購
入
さ
れ
、
主
と
し
て
骨
疾
患
の
診
断
の
便
宜
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
大
正
中
期
に
至
り
、
寺
崎
忍
助
が
理
学
的
療
法
科
を
担
当
し
、
独
立
す
る
に
至
っ
た
。
大
正
十
二
年
四
月
一
日
、
松
田
知
三
が
長
崎
医
科
大
学
附
属
医
院
理
学
的
療
法
科
講
師
医
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
教
室
が
整
備
さ
れ
始
め
た
が
、
松
田
講
師
は
、
翌
十
三
年
九
月
十
七
日
、
そ
の
任
を
去
り
、
同
年
末
、
浜
田
三
郎
が
後
任
と
し
て
発
令
さ
れ
、
翌
十
四
年
一
月
に
来
任
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
浜
田
助
教
授
も
一
年
半
後
の
大
正
十
五
年
七
月
十
五
日
に
は
任
を
解
か
れ
、
交
代
の
烈
し
い
関
係
で
充
分
な
教
室
の
育
成
が
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
任
と
し
て
、
末
次
逸
馬
が
レ
線
主
任
の
位
置
に
就
き
、
こ
こ
に
放
射
線
医
学
教
室
の
基
礎
が
築
か
れ
る
に
至
っ
た
。
末
次
講
師
が
昭
和
三
年
三
月
九
目
、
海
外
留
学
す
る
に
及
び
、
森
衛
が
講
師
の
任
に
就
き
、
昭
和
五
年
八
月
二
日
、
末
次
講
師
の
帰
朝
し
た
後
、
同
年
十
月
十
五
日
、
講
師
を
辞
任
し
た
。
末
次
講
師
は
同
年
十
一
月
八
日
、
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
昭
和
十
五
年
三
月
二
十
九
日
、
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
翌
三
十
日
、
京
都
帝
国
大
学
に
転
出
し
、
再
び
助
教
授
が
講
座
を
主
宰
す
る
こ
と
と
な
り
、
永
井
隆
が
昭
和
十
五
年
四
月
一
日
に
助
教
授
に
任
ぜ
ら
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教
室
史
略
記
れ
、
以
後
、
宇
宿
誠
五
、
宮
地
紹
太
郎
、
立
入
弘
の
三
教
授
が
来
任
し
て
、
教
室
の
発
展
は
漸
次
顕
著
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
放
射
線
医
学
講
座
主
任
末
　
次
　
逸
　
馬
永
　
井
　
　
　
隆
宇
　
宿
　
誠
　
五
宮
地
都
太
郎
立
　
入
　
　
　
弘
昭
和
十
五
年
三
月
二
十
九
日
任
昭
和
十
五
年
三
月
三
十
日
免
昭
和
二
十
一
年
一
月
二
十
八
日
任
昭
和
二
十
四
年
八
月
三
十
日
免
昭
和
二
十
四
年
八
月
三
十
一
日
任
昭
和
二
十
八
年
二
月
二
十
八
日
免
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
一
日
任
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
十
一
日
妓
昭
和
三
十
年
三
月
十
六
目
任
昭
和
三
十
二
年
五
月
免
産
婦
人
科
学
教
室
　
文
久
二
年
、
ポ
ソ
ペ
が
帰
国
直
前
に
補
講
し
た
産
科
学
の
講
座
は
、
以
後
、
外
人
教
師
の
教
授
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が
、
明
治
元
年
の
長
崎
府
医
学
校
規
則
に
よ
れ
ば
、
第
二
等
の
課
程
で
産
科
一
切
治
療
が
採
り
入
れ
ら
れ
、
明
治
九
年
の
医
学
場
教
則
で
は
、
第
八
期
に
、
産
科
学
、
産
外
科
臨
床
が
教
授
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
医
学
校
教
則
の
整
備
に
よ
り
、
長
崎
医
学
校
教
諭
山
根
正
次
が
婦
人
科
学
を
、
栗
本
東
明
が
産
科
学
を
そ
れ
ぞ
れ
教
授
し
た
。
　
明
治
二
十
一
年
の
第
五
高
等
中
学
校
創
立
以
後
は
、
漸
く
医
学
部
内
に
も
産
科
学
及
び
婦
人
科
学
を
担
当
す
る
専
任
教
授
が
迎
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
産
科
婦
人
科
学
の
教
室
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
初
代
教
授
は
第
は
第
五
高
等
中
学
校
成
立
と
同
時
に
着
任
し
た
高
山
尚
平
で
、
看
護
教
育
に
も
力
を
そ
そ
い
だ
。
明
治
二
十
八
年
に
は
、
桜
井
三
之
助
が
教
授
に
迎
え
ら
れ
、
大
正
二
年
八
月
十
二
日
、
任
を
離
れ
た
が
、
桜
井
教
授
も
、
産
婆
、
看
護
婦
の
教
育
に
尽
力
し
た
。
同
年
九
月
二
日
、
桜
井
教
授
の
後
任
講
師
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
迎
譜
は
、
翌
三
年
一
月
十
九
日
に
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
同
年
七
月
三
十
日
に
は
任
を
解
か
れ
、
そ
の
後
任
と
し
て
、
同
年
八
月
十
五
日
、
本
学
出
身
の
川
添
正
道
が
後
任
講
師
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
や
が
て
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
大
正
九
年
ま
で
教
室
及
び
産
婆
看
護
婦
養
成
所
の
育
成
に
励
み
、
同
年
二
月
十
八
日
、
清
水
由
隆
が
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
て
か
ら
教
室
は
い
よ
い
よ
隆
盛
に
赴
い
た
。
清
水
教
授
は
、
大
正
十
二
年
四
月
一
日
、
長
崎
医
科
大
学
の
発
足
と
と
も
に
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
教
室
は
爾
来
、
多
大
の
業
績
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
。
清勝
　
産
婦
人
科
学
講
座
主
任
　
　
　
（
長
崎
医
大
ー
長
崎
大
学
医
学
部
）
水
　
由
　
隆
　
　
　
　
大
正
十
二
年
四
月
一
日
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
五
年
五
月
三
日
免
矢
信
司
　
大
正
十
五
年
六
月
一
日
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
八
年
十
二
月
二
日
休
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水
　
由
　
隆
内
　
藤
　
勝
　
利
三
　
谷
靖
昭
和
十
年
二
月
十
四
目
免
昭
和
九
年
六
月
十
一
日
再
任
昭
和
十
六
年
三
月
三
十
一
日
免
昭
和
十
六
年
四
月
十
七
目
任
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
残
昭
和
二
十
二
年
二
月
三
日
任
耳
鼻
咽
喉
科
学
教
室
　
外
科
学
の
一
分
科
で
あ
る
耳
鼻
咽
喉
科
学
は
、
明
治
中
期
頃
か
ら
臨
床
の
一
科
と
し
て
分
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
な
お
、
外
科
学
教
授
の
兼
任
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
が
成
立
す
る
と
と
も
に
、
明
治
二
十
一
年
六
月
、
高
畑
挺
三
が
外
科
学
教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
こ
の
講
座
も
分
担
し
た
が
、
明
治
三
十
五
年
二
月
二
十
六
日
よ
り
海
外
留
学
に
赴
い
た
高
畑
教
授
は
、
帰
朝
後
の
明
治
三
十
七
年
八
月
、
耳
鼻
咽
喉
科
部
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
耳
鼻
咽
喉
科
学
教
室
が
確
立
す
る
に
至
っ
た
。
高
畑
教
授
の
努
力
で
整
備
さ
れ
た
同
教
室
は
、
明
治
四
十
二
年
六
月
、
同
教
授
の
辞
任
後
、
中
村
真
（
明
治
四
十
二
年
十
月
九
日
任
、
大
正
二
年
九
月
三
十
日
免
）
を
迎
え
、
引
続
き
、
小
室
要
教
授
を
迎
え
て
益
々
発
展
す
る
こ
と
と
な
り
、
大
正
七
年
十
二
月
に
来
任
し
た
小
出
源
吉
と
と
も
に
教
室
の
育
成
に
尽
し
た
。
小
出
源
吉
は
大
正
八
年
十
二
月
十
日
、
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
大
正
十
」
年
四
月
二
十
五
日
に
辞
任
し
て
い
る
が
、
小
室
要
は
、
海
外
留
学
後
、
大
正
十
二
年
四
月
一
日
、
長
崎
医
科
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
大
学
と
し
て
の
教
室
育
成
に
専
念
し
た
。
そ
の
後
、
立
木
豊
、
長
谷
川
高
敏
、
後
藤
敏
郎
の
三
教
授
が
相
次
ぎ
、
教
室
は
隆
盛
の
段
階
に
入
っ
て
い
る
。
小
　
室
立
　
木
耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座
主
任
要豊
長
谷
川
高
敏
後
　
藤
　
敏
　
郎
大
正
十
二
年
四
月
一
日
任
昭
和
九
年
二
月
二
十
四
日
免
（
長
崎
医
大
学
長
転
）
昭
和
九
年
八
月
三
十
一
日
再
任
昭
和
十
年
五
月
十
八
日
残
昭
和
十
年
九
月
三
十
日
任
昭
和
十
五
年
三
月
三
十
日
免
昭
和
十
五
年
四
月
十
八
日
任
昭
和
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
免
昭
和
二
十
三
年
二
月
十
日
任
　
追
記
。
各
教
室
史
は
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
、
執
筆
さ
れ
た
も
の
を
参
照
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
頁
数
の
都
合
も
あ
り
、
内
容
を
統
一
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
形
式
に
し
て
了
っ
た
。
各
教
室
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
稿
は
す
べ
て
附
属
図
書
館
に
保
存
し
て
あ
り
、
別
の
機
会
に
世
に
出
る
こ
と
を
希
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
薬
学
専
門
部
を
は
じ
め
、
諸
種
附
属
機
関
の
小
史
も
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。
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